
行
政
手
続
法
』
の
制
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
」

と
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

早
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
納
税
者
に
申
告
納
税
権
を
与
え
、
全
て
の
納
税
者
の
権
利
を
保
護
す

る
た
め
の
『
納
税
者
憲
章
』
な
い
し

『納
税
者
基
本
法
』
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、

あ
り
、

こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
わ
が
国
は
、
非
常
に
遅
れ
て
い
る
後
進
国
で
あ
る
。

『
税
務

-
B
も

そ
し
て
「
納
税
者
の
権
利
を
ど
の
よ
う
に
認
め
て
い
く
か
が
民
主
々
義
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

副
総
裁
の
巨
額
脱
税
事
件
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
。
」

と
憤
り
を
も

っ
て
講
演
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
租
税
国
家
の
あ
り
方
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
金
丸
前
自
民
党

ま
た
、

日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
契
約
も
し
て
い
な
い
の
に
黙
っ
て
源
泉
徴
収
さ
れ
て
し
ま

し
ま
し
た。

現
行
源
泉
徴
収
制
度
の
も
と
で
は
事
実
上

『植
物
人
間
』

の
地
位
に
追
い
や
ら
れ
て
お
り
、

税
者
の
権
利
に
触
れ
な
が
ら
、

「四

二
0
0
万
人
と
も
い
わ
れ
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
納
税
者
は

つ
づ
い
て
北
野
弘
久
日
大
教
授

（
法
学
博
士
、
憲
法

・
税
財
政
法
）
は
、
憲
法
の
示
す
納

無
権
利
状
態
に
あ
る
日
本
の
納
税
者

で
は
な
く
、
自
か
ら
努
力
し
て
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
手
に
入
る
も
の
で
は
な
い、

と
強
調

が
、
そ
れ
を
見
過
ご
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
民
主
々
義
は
口
を
開
け
て
待
っ
て
い
る
も
の

い
、
税
痛
が
な
い
た
め
、
重
税
に
よ
る
革
命
さ
え
起
き
な
い
。
お
か
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
る

呼びかけ人を代表して挨拶する暉峻埼玉大教授（中央）

左は社共の国会議員

し
た
。

立
大
学
の
入
学
金
や
授
業
料
）
が
増
え
、

福
祉
国
家
と
は
と
う
て
い
言
え
な
い
、
と
述
べ
ま

9
9
0
年
に
は
1
6
6パ
ー
セ
ン
ト
に
下
が
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
利
用
者
負
担

（例
え
ば
国

こ
。t
 

一
九
七
七
年
に
は

げ
か
け
ま
し
た
。

(6) (5) 

不
服
審
査
に
お
け
る
権
利
保
障

(4) I (3l 

を
崚
別
す
る
こ
と
。

(2) 川

納

税
者
を
主
権
者
や
と
し
て
丁
寧
に
扱
う
こ
と

ま
た
、
い
く
つ
か
の
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
模
様
が
全
国
に
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
本
当
に
民
主
々
義
国
家
か
？

ー
暉
峻
淑
子
教
授
が
あ
い
さ

つ

ー

呼
び
か
け
人
を
代
表
暉
峻
淑
子
埼
玉
大
学
教
授

（生
活
経
済
学
）
は
自
身
の
学
問
の
立
場

や
税
務
申
告
の
経
験
か
ら
、
日
本
に
本
当
の
民
主
主
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
問
題
を
投

暉
峻
教
授
は
わ
が
国
の
場
合
、
払
っ
た
税
金
と
そ
の
遠
元
関
係
が
不
透
明
で
、
医
療
、
教
育
、

図
書
館
、
公
共
建
造
物
、
公
園
な
ど
に
税
金
が
充
分
使
わ
れ
て
い
な
い
、

一
般
会
計
中
、
社
会
保
障
費
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
あ
っ
た
の
に
、
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
1

正
直
な
一
般
の
納
税
者
と
悪
質
な
脱
税
者

（例
え
ば
金
丸
前
自
民
党
副
総
裁
な
ど
）
と

税
負
担
を
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
最
少
限
に
す
る
権
利

税
務
調
査
（
実
地
調
資
）
に
お
け
る
適
正
手
続
き

調
査
結
果
の
理
由
付
記
そ
の
他
税
務
当
局
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
、

そ
の
他
種
々
の
権
利
の
保
障
を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
、
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
税
務
行
政
の
現
状
に
つ

い
て
資
料
を
も
と
に
詳
細
な
報
告
が
あ
り
ま
し

さ
ら
に
、
憲
章
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、

る
関
心
が
い
か
に
高
い
か
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

こ
。t
 

去
る
四
月
二
日
、
東
京
永
田
町
の
全
国
町
村
会
館
に
お
い
て
、

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
準
備
会

主
催
に
よ
る
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
」
制
定
の
た
め
の
シ
ン
ボ
ジ
ュ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
湖
東
京
至

（税
理
士
•

T
C

フ
ォ
ー

ラ
ム
事
務
局
長
）
、
森
ひ
ろ
子
全
国
青

年
税
理
士
連
盟
）
両
名
の
司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
は
じ
め
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で、

学
者
・
研
究
者
、
法
律

・
税
務
の
実
務
家

（弁
護
士
・

税
理
士
）、

中
小
事
業
者
、

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
市
民
団
体
、
業
者
団
体

・
労
働
団
体
な
ど
、

か
っ
て
な
い
ほ
ど
幅
広
い
人
々
が
参
加
し
て
い
る
旨
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
会
か
ら
、

社
会
、
共
産
、
公
明
各
党
の
議
員
（
秘
書
）
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
問
題
に
対
す

谷
山
治
雄
税
制
経
営
研
究
所
長
は

「諸
外
国
に
お
け
る
納
税
者
権
利
保
護
の
現
状
」
と
題

し
て
講
頷
し
、

O
E
C
D諸
国
の
な
か
で
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
等
に
は
課
税
手

続
法
（
税
務
行
政
手
続
法
）
が
あ
り
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
納
税
者
憲
章
が
あ
る
、
こ

れ
ら
の
国
々
も
決
し
て
税
金
は
軽
く
な
い
ば
か
り
か
、
税
務
署
も
か
な
り
乱
暴
な
こ
と
を
や

っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
こ
う
し
た
法
制
度
が
生
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
世
界
の
趨
勢

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
と
比
べ
る
と
日
本
は
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。
と
の
べ
ま
し

権

利

憲

章

の

制

定

は

世

界

の

趨

勢

r
納
税
者
の

権
利
憲
章
」
全
国
各
地
か
ら
、
各
界
各
層

一四
0
名
が
参
加

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
さ
る
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見
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霞

熱気あふれる会場

税務行政に不満をぶつける
参加者

て
死
に
至
ら
し
め
た
事
件
が
あ
り
、
各
地
で
人
権
無
視
の
調
査
が
頻
発
し
て
い
る
。

早
く
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
」
を
つ
く
っ
て
は
し
い
。
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
申
告
権
を

確
立
す
る
こ
と
は
納
税
者
と
し
て
の
意
識
向
上
に
な
り
、
民
主
々
義
の
発
展
に
つ
な
が
る
、

と
の
べ
ま
し
た
。

一
日
も

秋

ij 
倉

こ

ま

立
公心条

会

を

続法を制定することが納税者の権利保護のためにどうしても必要だ、と強調

企窯る にあ われわれ 渕西が横［ ） J、であ マン のサ 上も 俎¢ れら' tとしこ であ のそ れた
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・ の 自胃ら1にし’ ° リ＇ ‘ 怒り 献令を受けミ‘ の て起訴れさ 牛犀1笛もし 所得阻たはし 金丸r体の,, 政治家 ‘ のし内 マン わが国の m点は 金源貸ばて 押］‘~ 悶巨
献金を対にし あまり 場合達にし とい一れら一 税

一し "'夏税l: i 『,l,I ：〗者I: て悶 の たしっ閑翌 〖で［忍円 喜る

7 悶烹き 年月ー 併せ いて え 9` ‘であ ると よ ル
ォ て共るとる弱は れら卜 る つ
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ムラ 日 脱税に 者い かなてな 政国 のう°の

つ 源資金国政 めじ サ゜〇 枢中 に に

会るく の の ラ〇万人も にあ 公設秘書の起で訴さ
であ枢中 税務 けリI 納る あつ ぼり

加
し
た
依
田
勝
見
氏
（
全
商
連
・
山
梨
県
連
）
が
行
い
ま
し
た
。

し
た
。

会
場
か
ら
金
丸
前
自
民
党
副
総
裁
の
脱
税
事
件
に
対
し
抗
議
す
る
発
言
が
相
次
い
だ
こ
と

金
丸
巨
額
脱
税
に
抗
議
す
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

て
い
ま
す
。

弁
護
士
、
税
理
士
、
事
業
者
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
発
言

院
大
蔵
委
員
）
、
公
明
党
か
ら
日
笠
勝
之
議
員
秘
書
（
岡
山
一
区
選
出
大
蔵
委
員
会
理
事
）

審
に
提
出
し
た
旨
、
ま
た
共
産
党
の
正
森
氏
は
昨
年
2
月
に
発
表
し
た
同
党
の
「
納
税
者
憲

章
（
草
案
）
」
を
紹
介
し
、
両
氏
と
も
納
税
者
の
権
利
保
護
は
焦
眉
の
急
で
あ
り
、
権
利
憲

章
の
制
定
に
む
け
、
頑
張
っ
て
い
く
旨
決
意
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

喜
者
か
ら
の
発
―
―
日
と
し
て
、
ま
ず
弁
護
士
の
永
尾
廣
久
氏
（
福
岡
県
不
知
火
合
同
法
律

事
務
所
）
が
立
ち
、
自
身
の
税
務
調
査
に
お
け
る
不
当
課
税
に
対
し
、
国
税
不
服
審
判
所
で

た
た
か
っ
た
経
過
を
簡
単
に
紹
介
（
不
当
課
税
永
尾
事
件
）
、
現
在
そ
の
還
付
加
算
金
の
雑

所
得
課
税
を
め
ぐ
っ
て
第
二
次
不
当
課
税
永
尾
事
件
と
し
て
争
っ
て
い
る
旨
報
告
が
有
り
ま

税
理
士
の
益
子
良
＿
氏
（
全
国
青
年
税
理
士
連
盟
会
長
）
は
、
行
政
手
続
法
が
今
国
会
で
成

立
す
る
見
通
し
だ
が
、
こ
の
法
案
か
ら
税
務
行
政
は
全
く
除
外
さ
れ
て
い
る
、
税
務
行
政
手

し
ま
し
た
。

倉
本
鉄
男
氏
（
全
商
連
常
任
理
事
）
は
、
最
近
税
務
調
査
中
に
倒
れ
た
納
税
者
を
放
置
し

要
因
か
、
企
業
団
体
の
ヤ
ミ
献
金
に
あ
り
、
こ
れ
を
禁
止
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
も
重
要
で
あ

幌
の
某
社
の
事
件
に
つ
い
て
発
百
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
社
長
の
サ
イ
フ
の
中
ま
で
見
せ

ろ
と
い
う
乱
暴
な
も
の
で
、
職
権
濫
用
罪
に
あ
た
る
と
し
て
税
務
署
員
三
人
を
刑
事
告
訴
し

に
鑑
み
、
事
務
局
は
左
記
の
案
文
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
の
万
雷
の
拍
手
に
よ
っ
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
案
文
の
朗
読
は
、
金
丸
前
議
員
の
地
元
、
山
梨
県
甲
府
市
か
ら
参

最
後
に
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
村
上
晴
男
氏
（
税
理
士•T
C

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
）

は
、
今
後
の
進
め
方
と
し
て
、
会
員
を
増
や
し
、
全
国
各
地
で
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
」
に

つ
い
て
学
習
を
深
め
、
今
秋
に
は
結
成
総
会
を
持
ち
た
い
、
と
提
案
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
参
加
し
た
税
理
士
滝
沢
憲
弘
氏
は
現
在
氏
自
身
が
代
理
人
と
な
っ
て
い
る
札

る
旨
、
訴
え
ま
し
た
。

挨
拶
の
な
か
で
、
社
会
党
の
佐
籐
恒
晴
氏
は
「
納
税
者
基
本
法
」
（
同
氏
私
案
）
を
同
党
政

の
自
由
な
ど
）
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
金
丸
脱
税
事
件
の
ひ
と
つ
の

の
各
氏
が
御
出
席
下
さ
い
ま
し
た
。

し
た
。
ま
た
、
自
身
が
日
税
連
を
相
手
ど
っ
て
団
体
献
金
が
憲
法
に
違
反
す
る
（
思
想
信
条

た
感
想
を
述
べ
、

い
く
つ
か
の
点
で
日
本
は
韓
国
よ
り
い
か
に
遅
れ
て
い
る
か
を
指
摘
し
ま

牛
島
昭
三
氏
（
税
理
士
・
牛
島
税
理
士
訴
訟
の
原
告
）
は
、
韓
国
の
税
務
行
政
を
視
察
し

T
C
フ
ォ
ラ
ム
事
務
局
は
、
自
、
社
、
公
、
共
、
民
、
連
合
参
議
院
の
各
党
に
対
し
、
シ

ン
ボ
ジ
ウ
ム
ヘ
の
出
席
要
請
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
当
日
、
日
本
社
会
党
か
ら
佐

藤
恒
睛
議
員
（
福
島
一
区
選
出
衆
議
院
大
蔵
委
員
）
、
同
常
松
ひ
ろ
し
議
員
（
東
京
七
区
選

出
衆
議
院
運
輸
委
員
会
理
事
）
、
日
本
共
産
党
か
ら
正
森
成
二
議
員
（
大
阪
一
区
選
出
衆
議

社
ヽ

公
、

共
、

各

党

衆

議

院

議

員

が

出

席

『
植
物
人
間
（
税
制
上
）
』
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
給
与
所
得
者
が
納
税
者
と
し
て
一
人
前

に
扱
わ
れ
る
よ
う
声
を
大
に
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
、
年
末
調
整
と
確
定
申
告
の

選
択
制
を
ま
ず
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
確
定
申
告
を
選
択
し
た
者
に
概

算
率
で
い
く
か
実
額
経
費
で
い
く
か
選
択
さ
せ
る
べ
き
だ
、
と
発
言
し
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
労
働
者
の
立
場
か
ら
中
島
剛
二
氏
（
都
職
労
）
は
自
分
が
回
復
不
能
の


